
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
前
期
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
旧
仏
教
と
呼
ば
れ
る
諸
宗

派
で
は
、
華
厳
宗
の
高
弁
や
法
相
宗
の
貞
慶
を
中
心
と
し
て
、
様
々
な
改
革
復

興
運
動
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
法
相
宗
の
良
遍
（
二
九
四
’
一
二
五

二
）
の
思
想
は
、
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
良
遍
の

思
想
を
主
に
修
行
論
の
観
点
よ
り
分
析
し
、
そ
の
構
造
の
中
に
お
け
る
菩
提
心

の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
仏
教
思
想
に
は
、
全
般
的
に
修
行
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
受
け

ら
れ
る
。
道
元
の
曹
洞
禅
な
ど
は
こ
の
最
も
顕
著
な
例
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の

宗
派
で
も
修
行
の
問
題
は
そ
の
思
想
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
特
に
旧
仏
教
の

諸
宗
派
で
は
、
僧
風
の
刷
新
と
い
う
機
運
と
結
び
付
き
、
高
弁
や
貞
慶
な
ど
に

よ
る
戒
律
復
興
運
動
の
提
唱
や
、
当
時
の
僧
侶
達
の
形
骸
化
し
た
修
行
を
排
し

て
、
真
に
意
義
あ
る
修
行
を
確
立
す
る
た
め
の
新
た
な
修
行
論
を
主
張
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
貞
慶
の
『
愚
迷
発
心
集
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼

ら
の
視
座
は
自
己
の
凡
夫
性
を
徹
底
的
に
見
据
え
る
所
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

彼
ら
の
関
心
は
発
菩
提
心
の
問
題
に
帰
着
し
、
発
心
に
重
点
が
置
か
れ
た
修
行

■■■■■■■

良
遍
に
お
け
る
菩
提
心
を
め
ぐ
る
諸
問
題

ｌ
鎌
倉
旧
仏
教
の
修
行
論
Ｉ

論
が
展
開
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
己
の
凡
夫
性
の
徹
底
し
た
自
覚
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
「
凡
夫
の
行
」
と
し
て
の
修
行
論
が
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
鎌
倉
旧
仏
教
思
想
の
修
行
論
の
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
そ
の

担
い
手
達
は
、
平
安
期
ま
で
の
既
成
宗
派
に
属
し
て
い
た
た
め
に
、
彼
ら
が
主

張
す
る
修
行
論
を
そ
の
宗
派
の
教
学
と
ど
の
よ
う
に
関
連
さ
せ
る
か
と
い
う
問

題
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
解
答
が
証
定
の

教
禅
一
致
説
で
あ
る
が
、
当
時
の
旧
仏
教
の
思
想
的
課
題
に
は
、
こ
の
「
行
」

（
１
）

と
「
教
」
と
の
関
連
付
け
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

同
様
の
こ
と
が
良
遍
の
思
想
に
お
い
て
も
言
い
得
よ
う
。
特
に
法
相
教
学
で

は
、
従
来
「
行
」
の
問
題
は
あ
ま
り
論
及
さ
れ
ず
、
ま
し
て
「
凡
夫
の
行
」
を

説
く
こ
と
は
殆
ど
無
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
良
遍
の
修
行
論
に
お
い

て
も
、
伝
統
的
法
相
教
学
と
の
関
連
付
け
は
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
法
相
宗
に
属
し
、
特
に
そ
の
法
門
の
復
興
を
望
ん
で
い
た
良
遍
に
と
っ
て
、

法
相
教
学
に
よ
っ
て
修
行
論
を
体
系
付
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
彼
の
意
図
に
最
も

相
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。

彼
の
思
想
の
特
徴
と
し
て
、
他
教
学
と
法
相
教
学
と
の
和
会
を
積
極
的
に
行

（
２
）

っ
て
い
る
点
と
、
修
行
を
重
視
す
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は

島
田
健
太
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こ
の
二
点
を
関
連
さ
せ
て
考
え
、
修
行
論
の
観
点
か
ら
和
会
の
意
義
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
問
題
を
考
え
た
い
。
私
は
こ
の
時
、
そ
の
「
行
」

と
「
教
」
と
の
結
節
点
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
が
菩
提
心
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
良
遍
は
菩
提
心
に
従
来
よ
り
大
き
な
意
義
を
持
た
せ
、
そ

れ
を
修
行
の
基
底
に
据
え
る
こ
と
で
、
「
凡
夫
の
行
」
と
し
て
の
修
行
論
を
体

系
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
観
点
よ
り
、
良
遍
の
修
行
論
の
構
造
を
菩
提
心
を
中
心
に
考
察
す
る
。

そ
の
際
彼
は
法
相
教
学
全
体
を
三
性
門
と
三
無
性
門
と
の
二
門
を
以
て
構
成
し

て
い
る
の
で
、
ま
ず
最
初
に
こ
の
二
門
相
対
に
つ
い
て
言
及
し
、
彼
の
思
想
の

中
に
お
け
る
修
行
の
位
置
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

良
遍
は
三
性
門
と
三
無
性
門
と
に
つ
い
て
、
「
尋
二
其
大
途
一
源
従
二
二
門
一

（
３
）

出
。
所
謂
三
性
三
無
性
也
」
（
Ａ
ｌ
二
○
七
頁
上
）
と
述
べ
て
、
こ
の
二
門
を
法

相
教
学
全
体
の
基
礎
的
構
造
と
見
倣
し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
二
門
を
伝
統
的
法

相
教
学
に
お
け
る
一
法
中
道
の
考
え
方
を
根
拠
と
し
て
立
て
て
お
り
（
Ａ
ｌ
同

右
）
、
そ
こ
か
ら
「
今
此
二
門
二
而
不
二
。
一
而
不
こ
（
Ａ
ｌ
同
右
）
と
述
べ

て
、
両
門
の
関
係
を
不
即
不
離
と
す
る
。
良
遍
は
こ
の
後
に
続
け
て
両
門
の
順

不
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
い
る
が
（
Ａ
ｌ
二
○
八
頁
上
）
、
そ
れ
を
図
示
す

れ
ば
次
の
様
に
な
る
。

三
性
Ⅱ
表
詮
法
門
ｌ
有
相
ｌ
事
相
Ｉ
学
解
ｌ
染
法
ｌ
表
詮
ｌ
識
了
ｌ
因
位
ｌ

化
他
ｌ
観
照
ｌ
差
別
ｌ
性
相
決
択
’
百
法

三
無
性
Ⅱ
遮
詮
法
門
ｌ
無
相
ｌ
理
性
ｌ
修
行
ｌ
浄
法
ｌ
廃
詮
ｌ
智
断
ｌ
果
徳

ｌ
自
証
ｌ
止
寂
ｌ
一
味
ｌ
融
通
無
腰
ｌ
一
心

一
一

そ
し
て
「
付
し
之
案
し
之
我
宗
修
行
順
し
入
二
無
性
門
一
哉
」
（
Ａ
ｌ
同
右
）
と
特

に
修
行
だ
け
を
取
り
あ
げ
て
、
法
相
宗
の
修
行
が
三
無
性
門
に
あ
る
こ
と
を
強

調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
三
性
門
’
三
無
性
門
の
相
対
を
以
て
法

相
教
学
全
体
を
捉
え
る
が
、
な
ぜ
彼
は
三
性
三
無
性
説
を
教
学
全
体
の
基
礎
的

構
造
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
性
三
無
性
説
を
重
視
す
る
考
え
は
既

（
４
）

に
貞
慶
の
著
作
に
見
ら
れ
る
が
、
良
遍
の
よ
う
に
教
学
全
体
の
基
礎
的
構
造
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
に
良
遍
の
思
想
の
特
徴
が
端
的
に

示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。

一
に
彼
の
和
会
の
論
理
と
関
連
す
る
、
教
学
的
側
面
で
あ
る
。
「
応
理
大
乗

伝
通
要
録
』
で
は
法
相
教
学
に
対
す
る
他
宗
派
か
ら
の
批
難
の
一
つ
と
し
て
、

一
向
偏
有
の
難
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
（
Ｂ
’
五
一
頁
下
）
、
こ
れ
は
法
相
教

学
が
三
性
の
中
の
依
他
起
性
と
円
成
実
性
と
の
有
を
主
張
す
る
こ
と
に
対
し
て

為
さ
れ
た
も
の
で
、
良
遍
は
こ
の
批
難
を
三
性
三
無
性
説
を
以
て
和
会
を
試
ゑ

て
い
る
の
で
あ
る
。
良
遍
は
三
性
三
無
性
を
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。

謂
先
大
科
。
三
性
有
門
。
遮
二
損
減
執
一
。
二
法
門
皆
表
し
性
故
。
三
無
空

門
。
遮
一
一
増
益
執
一
・
二
法
門
皆
遮
レ
性
故
。
（
Ｂ
’
五
八
頁
上
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
性
門
は
有
門
、
三
無
性
門
は
空
門
に
配
さ
れ
、
三
性
と
三

無
性
と
は
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
三
性
門
と
三
無
性
門
の
二
門
で
有

空
中
道
を
表
す
も
の
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
他
宗
の
一
向
偏
有
の
難
は
法
相

教
学
の
三
無
性
の
説
を
見
落
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
三
無
性
門
で
空
門
を
示
し

て
い
る
以
上
、
依
他
起
性
と
円
成
実
性
の
有
は
そ
の
背
後
に
空
の
義
を
有
し
た

有
、
す
な
わ
ち
中
道
の
有
で
あ
っ
て
、
一
向
偏
有
と
い
う
批
難
は
当
た
ら
な
い
、

と
和
会
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
良
遍
は
三
無
性
門
を
強
調
す
る
こ
と
で

法
相
教
学
が
有
と
空
の
中
道
を
説
く
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ

五
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で
は
三
性
門
’
三
無
性
門
の
構
造
は
、
三
性
三
無
性
を
そ
れ
ぞ
れ
有
門
と
空
門

と
に
配
す
る
こ
と
で
、
他
宗
の
批
難
を
防
ぎ
、
自
己
の
教
学
の
正
統
性
を
宣
揚

す
る
た
め
の
論
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
に
従
来
の
法
相
教
学
の
三
性
説
自
体
の
中
に
「
行
」
の
問
題
が
既
に
含
有

（
－
３
）

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
法
相
教
学
の
修
行
論
の
中
心
的
課
題
は
、

迷
妄
（
煩
悩
障
・
所
知
障
）
を
い
か
に
悟
り
（
大
浬
藥
・
無
上
覚
）
に
転
換
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
迷
妄
か
ら
悟
り
へ
の
転
換
を
転
依
と
言
う
が
、

こ
れ
は
『
成
唯
識
論
』
で
は
次
の
様
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

由
下
数
修
二
習
無
分
別
智
一
断
中
本
識
中
二
障
鹿
重
上
故
能
転
二
捨
依
他
起
上
遍

計
所
執
一
及
能
転
二
得
依
他
起
中
円
成
実
性
一
。
（
大
正
三
一
・
五
一
頁
上
）

こ
の
時
依
他
起
性
は
遍
計
所
執
性
か
ら
円
成
実
性
へ
の
転
捨
・
転
得
の
所
依
と

し
て
あ
り
、
転
依
は
依
他
起
性
を
所
依
と
し
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
迷
妄
か
ら
悟
り
へ
の
転
換
が
、
遍
計
所
執
性
か
ら
円
成
実
性
へ
の
転
換
と

い
う
形
で
示
さ
れ
る
時
、
法
相
教
学
の
修
行
論
に
お
い
て
三
性
説
が
理
論
的
基

盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
良
遍
が
法
相
教
学
を

三
性
門
’
三
無
性
門
相
対
の
構
造
で
捉
え
た
時
、
そ
こ
に
修
行
と
い
う
観
点
か

ら
法
相
教
学
を
組
織
し
よ
う
と
す
る
良
遍
の
意
図
を
も
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

以
上
二
点
の
理
由
に
よ
り
こ
の
二
門
相
対
が
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
時
良
遍
は
伝
統
的
法
相
教
学
の
立
場
を
三
性
門
に
、
自
己
の
立
場
を

（
６
）

三
無
性
門
に
配
し
て
い
る
。
そ
し
て
良
遍
は
三
無
性
門
の
立
場
を
強
調
す
る
こ

と
で
法
相
教
学
に
対
す
る
批
難
を
防
ぎ
、
そ
の
正
統
性
を
教
学
的
側
面
か
ら
論

証
す
る
と
共
に
、
修
行
を
三
無
性
門
に
配
す
る
こ
と
で
三
性
門
に
お
け
る
転
依

の
構
造
を
基
礎
と
す
る
、
三
無
性
門
の
立
場
か
ら
の
独
特
な
修
行
論
を
展
開
す

る
の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
三
無
性
門
の
修
行
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
法
相
教
学
の
修
行

論
は
一
切
が
識
の
所
変
で
あ
る
と
観
ず
る
唯
識
観
を
中
核
と
す
る
が
、
こ
れ
を

良
遍
は
「
凡
唯
識
観
者
。
但
是
厭
二
捨
分
別
一
之
法
」
（
Ａ
ｌ
一
三
七
頁
上
）
と

定
義
す
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
分
別
は
「
由
し
有
二
分
別
一
故
是
非
遂
生
。
是
非
生

故
煩
悩
起
。
煩
悩
起
故
造
二
悪
業
一
・
造
二
悪
業
一
故
転
二
生
死
一
」
（
Ａ
ｌ
一
三

六
頁
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
一
切
の
煩
悩
の
根
源
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
良
遍

は
分
別
を
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。

強
分
別
者
所
謂
故
三
思
安
二
立
諸
法
一
・
或
執
二
実
有
一
・
或
執
二
仮
有
一
～
（
中

略
）
～
其
一
異
等
一
切
四
句
亦
復
如
し
是
。
（
Ａ
ｌ
二
二
三
頁
上
）

こ
の
よ
う
な
分
別
心
を
良
遍
は
「
不
正
直
之
心
」
と
も
名
付
け
る
が
、
こ
こ
よ

り
分
別
と
は
言
葉
を
以
て
何
ら
か
の
規
定
や
判
断
を
下
す
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
分
別
が
遍
計
所
執
性
を
産
出
す
る
。
こ
れ
を
良
遍
は
「
如
レ
是
安
立

置
二
於
意
内
一
堅
執
比
度
以
為
二
究
寛
一
」
（
Ａ
ｌ
同
右
）
と
述
べ
て
い
る
が
、

分
別
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
相
を
自
心
の
内
外
関
係
な
く
全
て
遍
計
所
執
性
と

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
別
の
定
義
は
、
そ
の
意
味
す
る
所
を
非
常
に

広
い
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
分
別
は
単
に
自
心
の
外
に
遍
計
所
執
性
を
産
出

す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
心
の
中
に
お
け
る
一
切
の
概
念
を
も
産
出
す
る
の

で
あ
る
。
従
っ
て
遍
計
所
執
性
を
円
成
実
性
に
転
換
す
る
た
め
に
は
分
別
を
徹

底
的
に
排
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
観
法
が
良
遍
の
言
う
唯
識

観
で
あ
る
。

こ
れ
を
良
遍
は
「
無
分
別
の
行
」
と
名
付
け
へ
三
重
の
観
法
に
組
織
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
ま
ず
第
一
の
観
法
は
次
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
。

’
一
一

五
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今
謂
置
二
心
外
一
所
し
謂
迷
倒
～
（
中
略
）
～
但
是
一
鏡
都
無
二
外
物
一
・
如
レ

是
空
レ
境
但
留
二
自
心
一
。
（
Ｃ
ｌ
一
九
四
頁
上
）

こ
こ
で
迷
倒
を
自
心
の
外
に
境
を
立
て
る
こ
と
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
心
外
の
境
は
良
遍
に
お
け
る
狭
義
の
遍
計
所
執
性
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

遍
計
所
執
性
を
空
じ
て
一
切
を
自
心
に
留
め
、
一
切
が
自
心
の
所
変
で
あ
る
と

観
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
第
一
重
の
観
法
は
い
わ
ば
万
法
唯
識
を
観
ず
る
こ

（
－
４
０
）

と
で
、
こ
こ
で
は
一
切
が
識
の
所
変
で
あ
る
と
観
じ
て
所
観
の
相
を
空
ず
る
の

で
あ
る
。

第
二
重
の
観
法
と
し
て
良
遍
は
「
設
観
レ
有
二
内
心
一
即
是
能
取
相
。
二
取
皆

外
境
」
（
Ａ
ｌ
二
一
七
頁
下
）
と
述
べ
て
、
第
一
重
で
観
じ
た
「
自
心
」
も
遍

計
所
執
性
と
し
て
、
能
観
の
心
を
空
ず
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
も
そ
も
能
・

所
は
相
対
的
な
概
念
で
あ
り
、
能
取
・
所
取
共
に
分
別
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
所
観
ば
か
り
で
は
な
く
、
能
観
も
空
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
良
遍
は
「
空
二
心
境
一
但
留
二
空
相
一
」
（
Ｃ
ｌ
一
九
四
頁
上
）
と

述
べ
て
い
る
が
、
能
観
の
心
を
空
じ
て
能
観
所
観
共
に
空
相
を
留
め
る
の
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

そ
し
て
良
遍
は
第
三
重
の
観
法
を
「
外
境
設
雛
二
空
相
一
・
若
当
レ
情
者
非
し

知
二
唯
識
一
・
是
故
空
し
空
。
即
是
空
二
心
分
別
一
」
（
Ｃ
ｌ
同
右
）
と
述
べ
て
、

前
の
二
重
で
観
じ
た
空
相
を
も
空
ず
る
と
す
る
。
良
遍
は
こ
れ
を
五
重
唯
識
観

の
第
五
、
遣
相
証
性
の
唯
識
に
当
て
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

就
レ
中
遣
相
証
性
唯
識
正
当
二
此
修
行
一
・
遣
二
事
相
一
者
見
二
於
依
他
之
実

無
一
也
。
依
他
実
無
者
即
所
執
空
門
。
所
執
空
者
非
二
只
空
Ｆ
有
。
亦
復
空
し

空
。
～
（
中
略
）
～
無
辺
境
相
皆
遮
し
之
。
（
Ａ
Ｉ
二
一
七
頁
上
）

そ
し
て
「
如
レ
是
不
念
住
二
無
分
別
一
・
自
内
冥
一
一
合
離
言
法
性
一
・
即
是
唯
識

至
極
観
」
（
Ａ
ｌ
二
一
七
頁
下
）
と
し
て
、
不
念
の
無
分
別
に
住
す
る
こ
と
を

唯
識
観
の
最
要
と
捉
え
て
い
る
。
良
遍
は
こ
の
不
念
の
無
分
別
心
を
「
一
心
」

と
名
付
け
て
い
る
が
、
こ
こ
よ
り
良
遍
に
お
け
る
無
分
別
の
行
と
は
、
空
観
を

徹
底
し
て
．
心
」
に
住
す
る
た
め
の
行
な
の
で
あ
る
。
た
だ
注
目
す
べ
き
は
、

良
遍
に
お
い
て
は
こ
の
．
心
」
も
排
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
一
心
」
で
も
「
真
如
」
で
も
、
言
語
化
さ
れ
た
も
の
は

、
、

全
て
意
言
分
別
と
さ
れ
、
良
遍
の
言
う
所
の
外
境
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
良
遍
は
「
名
為
二
一
心
一
為
二
菩
提
等
一
者
。
猶
是
表
詮
門
之
意
也
。
無

性
門
之
本
意
不
し
爾
」
（
Ａ
ｌ
二
一
四
頁
下
）
と
述
べ
、

此
門
意
者
。
既
遮
二
一
切
一
・
有
二
何
一
心
一
有
二
何
菩
提
一
・
有
無
一
異
皆
是

妄
境
。
菩
提
浬
藥
亦
不
可
得
。
不
可
得
法
亦
不
可
得
。
如
レ
此
思
惟
亦
不
可

得
。
（
Ａ
ｌ
同
右
）

と
、
廃
詮
談
旨
を
強
調
し
、
一
切
の
言
詮
を
遮
し
た
境
地
を
究
極
と
す
る
の
で

あ
る
。こ
の
よ
う
に
良
遍
は
無
分
別
観
を
空
観
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
鎌
倉
期
の
法
相
教
学
全
般
に
認
め
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
既
に
貞
慶
は
三

性
三
無
性
の
中
、
三
無
性
を
重
視
し
て
、
そ
こ
に
般
若
空
観
を
取
り
入
れ
た
修

行
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
の
貞
慶
の
思
想
を
継
承
し
、
よ
り
体
系
化
し
た

の
が
良
遍
で
あ
っ
た
。
良
遍
は
自
宗
の
修
行
に
般
若
空
観
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
法
相
教
学
の
観
点
か
ら
の
意
義
付
け
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
良
遍

は
廃
詮
談
旨
を
究
極
と
し
な
が
ら
も
、
表
詮
門
に
よ
る
観
法
、
す
な
わ
ち
依
詮

の
観
を
重
視
す
る
。
『
唯
識
観
用
意
』
で
は
依
詮
の
観
の
重
要
性
が
谷
響
の
害

え
を
挙
げ
て
説
か
れ
て
い
る
が
（
Ｄ
’
一
九
○
頁
上
）
、
こ
の
こ
と
は
良
遍
の

修
行
論
が
「
凡
夫
の
行
」
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
表
し

五
八



良
遍
は
三
無
性
門
の
意
を
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

凡
此
門
意
。
一
切
諸
法
皆
無
自
性
。
無
生
無
滅
本
来
寂
静
自
性
浬
藥
。
其
無

生
滅
之
一
法
者
即
是
一
心
。
万
法
皆
如
而
摂
二
在
一
心
一
故
。
（
Ａ
ｌ
二
○
八

頁
下
）

前
述
し
た
様
に
、
良
遍
は
三
無
性
門
を
空
門
に
配
し
て
い
た
が
、
こ
の
空
の
立

場
か
ら
一
切
諸
法
の
無
自
性
を
説
き
、
そ
し
て
こ
の
空
を
徹
底
さ
せ
た
究
極
の

一
法
を
「
一
心
」
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
其
一
心
者
即
無
分
別
離
一
一
文
字
一
法
」

（
Ａ
ｌ
同
右
）
と
、
一
切
の
意
言
分
別
を
排
し
た
無
分
別
心
と
定
義
す
る
。
良

遍
は
こ
の
無
分
別
な
る
「
一
心
」
を
、
「
仏
心
」
と
し
、
ま
た
「
三
無
差
別
の

妙
理
」
、
「
自
性
清
浄
心
」
、
「
無
上
菩
提
」
、
「
大
般
浬
繋
」
と
も
名
付
け
（
Ａ
ｌ

同
右
）
、
「
一
心
」
が
依
詮
の
観
法
に
お
け
る
究
極
点
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で

あ
る
。良
遍
は
こ
の
「
一
心
」
を
「
心
体
」
と
「
心
徳
」
と
に
分
け
て
論
じ
、
ま
ず

「
心
体
」
に
関
し
て
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。

無
性
門
意
。
三
性
皆
空
。
無
生
無
滅
。
本
来
浬
藥
。
其
本
来
寂
無
生
体
者
。

即
是
一
実
廃
詮
談
旨
真
如
理
也
。
（
Ａ
Ｉ
二
一
○
頁
上
）

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
其
本
来
寂
無
生
」
と
は
、
先
の
引
用
よ
り
す
れ
ば
．

心
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
良
遍
は
「
一
心
」
の
体
を
真
如
の
理
と

捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
一
心
」
を
「
菩
提
」
・
「
浬
藥
」
な
ど
と

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
良
遍
の
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
依
詮

の
観
の
究
極
と
し
て
の
「
一
心
」
の
意
義
は
非
常
に
重
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
に
こ
の
「
一
心
」
に
つ
い
て
の
良
遍
の
所
説
を
見
て
み
た
い
。

四

名
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
が
、
良
遍
は
こ
の
真
如
の
理
を
三
性
門
の

円
成
実
性
に
で
は
な
く
、
三
無
性
門
の
勝
義
無
性
に
配
し
て
三
無
性
門
を
重
視

す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
の
釈
を
用
い
て
、
「
勝
義
無

性
体
是
真
如
。
凝
然
常
住
。
無
生
無
滅
。
真
実
浬
藥
。
故
云
二
寂
静
一
～
（
中

略
）
～
是
故
無
生
無
滅
法
体
正
所
存
者
勝
義
無
性
」
（
Ａ
ｌ
同
右
）
と
説
か
れ

る
が
、
「
一
心
」
の
体
を
三
無
性
門
の
勝
義
無
性
と
す
る
こ
と
で
、
修
行
を
三

無
性
門
の
行
と
し
て
位
置
付
け
る
の
で
あ
る
。

更
に
良
遍
は
真
如
の
理
に
つ
い
て
次
の
様
に
説
く
。

真
如
是
心
真
実
性
也
～
（
中
略
）
～
性
者
即
是
此
心
離
し
相
真
実
道
理
～
（
中

略
）
～
其
離
相
之
真
実
理
者
。
即
是
縁
起
之
道
理
也
。
（
Ａ
ｌ
二
三
八
頁
上
）

こ
こ
で
は
真
理
を
縁
起
の
道
理
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
道
理
」
と
真

理
と
を
同
義
と
捉
え
る
考
え
方
は
、
鎌
倉
期
の
法
相
教
学
に
お
い
て
初
め
て
現

（
８
）

れ
、
既
に
貞
慶
が
道
理
真
理
説
と
し
て
体
系
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
良
遍
も
貞

慶
の
意
を
継
承
し
て
道
理
真
理
説
を
主
張
す
る
が
、
貞
慶
が
主
に
法
爾
道
理
の

側
面
を
重
視
し
た
の
に
対
し
て
、
良
遍
は
縁
起
の
道
理
の
側
面
を
重
視
す
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
良
遍
の
視
点
が
貞
慶
よ
り
も
現
実
的
方
向
に
あ
っ
た
た
め
で

あ
り
、
よ
り
直
接
的
に
は
縁
起
の
道
理
が
彼
の
「
心
徳
」
に
対
す
る
考
え
方
の

論
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
縁
起
と
は
現
実
の

諸
法
の
在
り
方
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
良
遍
で
は
、
た
と
え
「
一
心
」

と
い
う
「
理
」
の
立
場
で
も
現
実
の
事
相
は
溌
無
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
現
実
の
事
相
を
良
遍
は
「
心
徳
」
と
名
付
け
、
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。

得
二
此
心
一
（
Ⅱ
一
心
）
已
。
有
為
万
像
皆
如
二
幻
夢
一
・
難
し
見
如
レ
不
し
見
。

雛
し
聞
如
レ
不
レ
間
。
凡
所
し
有
相
分
明
了
知
都
無
二
所
着
一
・
任
運
二
見
聞

触
知
、
警
如
二
明
鏡
衆
像
自
現
一
。
（
Ａ
ｌ
二
二
三
頁
下
・
括
弧
内
は
筆
者
）

五
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こ
れ
は
無
分
別
を
徹
底
し
て
「
一
心
」
の
境
地
に
あ
る
時
、
万
法
が
上
記
の
よ

う
に
見
聞
触
知
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
良
遍
は
こ
の
見
聞
触
知
を
「
自
然

見
」
・
「
自
然
聞
」
と
も
名
付
け
て
い
る
。
つ
ま
り
「
自
然
見
」
・
「
自
然
間
」

で
万
法
を
捉
え
る
時
、
万
法
は
鏡
に
像
が
映
る
よ
う
に
任
運
に
そ
の
真
相
を
現

す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
現
れ
た
事
相
が
、
良
遍
の
言
う
「
心
徳
」
で

あ
る
。
良
遍
は
こ
の
「
心
徳
」
を
縁
起
の
道
理
と
関
連
さ
せ
て
、
「
故
離
二
一

切
有
無
等
見
一
如
二
其
正
理
一
而
得
レ
照
者
。
即
是
契
二
当
縁
起
道
理
一
」
（
Ａ
ｌ

二
三
八
頁
上
）
と
述
べ
て
い
る
。
お
よ
そ
法
相
教
学
で
は
理
と
事
と
の
関
係
は

不
即
不
離
と
さ
れ
、
理
は
事
の
本
性
と
し
て
、
事
は
理
の
具
体
的
顕
現
と
し
て

関
係
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
理
の
存
在
は
事
相
と
い
う
具
体
的
な
顕
れ

を
通
し
て
了
知
さ
れ
、
ま
た
事
相
も
そ
の
背
後
に
本
性
と
し
て
の
理
が
有
る
の

（
９
）

で
あ
っ
て
、
理
事
が
各
々
独
存
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
心
徳
」
は
そ

の
背
後
に
真
理
を
有
す
る
以
上
、
「
一
心
」
の
具
体
的
顕
現
で
あ
る
。
こ
の
「
心

、

徳
」
た
る
事
相
は
縁
生
の
道
理
に
契
当
し
て
い
る
か
ら
、
「
以
二
縁
生
一
故
体

、

非
二
都
無
一
、
以
二
縁
生
一
故
亦
非
二
実
有
一
・
倶
句
倶
非
亦
復
如
し
是
」
（
Ａ
ｌ

同
右
、
傍
点
は
筆
者
、
以
下
同
じ
）
と
し
て
、
そ
の
体
性
は
「
似
」
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
。
一
切
の
事
相
が
「
似
」
で
あ
る
か
ら
、
事
相
の
生
滅
も
「
似
」
の

生
滅
で
あ
っ
て
、
「
実
」
の
生
滅
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
一
切
の
「
定
」
相
は

溌
無
さ
れ
、
「
是
故
説
名
二
一
切
唯
識
一
・
無
二
定
実
境
一
・
境
亦
心
故
。
或
亦

容
レ
言
二
一
切
唯
境
一
・
無
二
定
実
心
一
・
心
亦
境
故
。
」
（
Ａ
ｌ
二
三
九
頁
上
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
定
実
」
の
心
境
は
無
く
、
一
切
が
縁
起
生
で
あ
る
と
説
く

の
で
あ
る
。
こ
の
「
一
切
唯
境
」
の
立
場
は
ま
さ
に
こ
の
「
心
徳
」
の
顕
現
よ

り
説
き
明
か
し
た
も
の
で
、
そ
の
「
心
徳
」
が
成
立
す
る
論
拠
と
し
て
、
真
理

を
縁
起
の
道
理
と
す
る
真
如
観
が
有
る
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
「
心
徳
」
は
凡
夫
の
分
別
心
が
立
て
た
事
相
で
は
な
い
。
こ
の
事

相
は
無
分
別
を
徹
底
し
た
「
一
心
」
の
徳
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
縁
起
の
道
理

と
い
う
真
理
に
裏
付
け
ら
れ
、
真
理
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
成
立
し
得
な
い

事
相
で
あ
る
。
「
一
心
」
は
三
無
差
別
の
妙
理
で
あ
る
か
ら
、
良
遍
も
「
一
心
」

を
理
と
事
と
に
分
け
ず
、
「
一
心
」
の
体
と
徳
と
い
う
形
で
示
し
て
い
る
が
、

こ
の
「
心
徳
」
は
内
容
的
に
見
て
ま
さ
に
事
相
で
あ
り
、
伝
統
的
法
相
教
学
の

（
川
）

「
無
漏
の
依
他
」
、
ま
た
は
「
漏
無
漏
門
の
円
成
」
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

良
遍
は
こ
の
漏
無
漏
門
の
円
成
を
三
無
性
門
の
立
場
に
置
換
し
て
、
「
心
徳
」

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
良
遍
は
．
心
」
を
、

此
心
即
是
本
来
所
得
。
非
二
修
而
得
一
・
一
切
凡
夫
乃
至
田
夫
野
人
等
類
皆
已

有
し
之
。
（
Ａ
ｌ
二
○
九
頁
上
）

と
述
べ
て
、
心
徳
顕
現
位
、
す
な
わ
ち
「
一
心
」
が
衆
生
に
本
来
的
に
備
わ
っ

て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
本
有
性
の
主
張
は
彼
の
思
想
を
非
常
に
特
色
有
る

も
の
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
良
遍
は
こ
の
論
拠
に
つ
い
て
種
種
の
見
解
を
示

し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
．
心
」
が
三
無
性
門
の
立
場
、
換
言
す
れ

ば
理
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
一
心
」
は
三

無
差
別
の
妙
理
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
よ
り
理
は
一
切
を
包
含
し
て
平
等

で
あ
る
。
良
遍
は
こ
れ
を
「
論
二
真
実
一
者
不
生
不
滅
無
し
有
二
改
易
一
～
（
中

略
）
～
故
此
一
心
一
切
位
中
常
住
周
遍
。
一
味
平
等
」
（
Ａ
ｌ
二
二
頁
上
）

と
説
い
て
、
理
の
観
点
よ
り
仏
と
衆
生
と
の
平
等
を
論
証
す
る
。
す
な
わ
ち
、

一
切
の
諸
法
は
一
味
平
等
で
あ
る
理
を
体
と
す
る
以
上
、
凡
夫
の
心
体
に
も
理

が
遍
満
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
凡
夫
心
に
は
既
に
真
理
を
具
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
更
に
良
遍
は
真
理
た
る
心
体
の
性
は
本
来
清
浄
で
あ
る
と
述
べ
、

六
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「
約
二
此
等
義
一
・
彼
無
相
心
遍
二
一
切
時
一
其
性
不
改
。
警
如
三
万
水
清
濁
不

同
。
而
水
本
性
清
浄
一
味
無
し
有
二
変
改
一
」
（
Ａ
ｌ
一
三
九
頁
上
）
と
、
性
の

不
改
の
立
場
か
ら
も
凡
夫
心
に
．
心
」
が
有
る
こ
と
を
論
証
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
本
有
仏
心
の
論
証
が
凡
夫
心
の
心
相
で

は
な
く
、
凡
夫
心
の
本
性
を
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま

り
良
遍
は
凡
夫
心
の
本
性
の
み
を
浄
・
真
理
と
す
る
こ
と
に
よ
り
仏
心
の
本
有

性
を
主
張
し
、
そ
の
論
拠
に
真
理
の
不
変
性
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
良
遍
が
伝
統
的
法
相
教
学
の
真
如
凝
然
説
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
。
真
如
は
凝
然
常
住
で
あ
る
か
ら
そ
の
性
は
変
わ
る
こ
と
な
く

常
に
遍
満
し
て
い
る
。
も
し
凡
夫
に
仏
心
を
認
め
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
真
如
の

凝
然
性
・
常
住
性
を
否
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
法
相
教
学
の
立
場
か
ら
逸
脱
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
凡
夫
心
に
お
い
て
も
真
理
は
そ
の
本
性
と
し

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
良
遍
は
こ
の
よ
う
に
本
性
に
お
け
る
仏
心
の
本
有
性

を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
良
遍
は
こ
の
こ
と
を
別
の
角
度
か
ら
も
説
明
す
る
（
Ａ
ｌ
二
二
九
頁

上
）
。
す
な
わ
ち
、
．
心
」
の
徳
と
し
て
顕
現
す
る
諸
法
は
縁
起
の
道
理
に
か

な
っ
た
「
仮
似
」
な
る
も
の
と
し
て
顕
れ
る
。
「
仮
似
」
で
あ
る
か
ら
諸
法
に

は
一
切
の
「
定
」
相
は
無
い
。
こ
の
こ
と
を
良
遍
は
因
位
と
果
位
と
に
も
適
用

し
、
一
切
に
「
定
」
相
が
無
い
以
上
、
定
ま
れ
る
因
位
・
果
位
は
無
く
、
も
し

そ
れ
ら
を
各
別
と
す
る
な
ら
ば
か
え
っ
て
妄
執
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
「
定
」
相
の
無
と
い
う
点
よ
り
す
れ
ば
、
凡
夫
心
も
仏
心
も
等
し
く
コ

法
」
で
あ
り
、
こ
の
「
一
法
」
に
対
立
す
る
法
は
無
い
。
そ
こ
で
良
遍
は
「
故

彼
本
有
無
相
心
外
更
無
二
仏
心
一
」
（
Ａ
ｌ
同
右
）
と
述
べ
て
、
凡
夫
心
に
既
に

仏
心
を
具
し
て
い
な
い
限
り
、
修
行
成
仏
は
成
り
立
た
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
も
し
凡
夫
心
の
外
に
仏
心
が
有
る
な
ら
ば
法
相
教
学
で
言
う
所
の

「
万
法
唯
識
」
と
異
な
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
を
た
と
え
種
子
の
各
別
（
有
漏

・
無
漏
）
か
ら
談
じ
た
と
し
て
も
、
一
切
に
定
相
が
無
い
以
上
、
有
漏
と
無
漏

と
の
差
別
相
も
定
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
様
に
良
遍
は
．
心
」
の
本
有
を
主
張
す
る
が
、
彼
の
菩
提
心
は
そ

の
本
有
性
を
根
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
修

行
論
の
構
造
を
独
特
な
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

菩
提
心
に
つ
い
て
良
遍
は
「
法
相
二
巻
抄
』
の
中
で
、
「
但
シ
菩
提
心
一
一
無

量
無
辺
ノ
階
級
ア
リ
。
其
ノ
ヲ
ヲ
ム
ネ
ハ
慈
悲
正
直
也
」
（
『
日
本
思
想
大
系
』

一
五
、
鎌
倉
旧
仏
教
一
四
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
よ
り
良
遍
の
菩
提

心
理
解
が
「
慈
悲
」
と
「
正
直
」
と
を
旨
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ

の
中
特
に
「
正
直
」
の
心
に
つ
い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

正
直
心
者
無
二
妄
曲
一
也
。
無
二
妄
曲
一
者
無
二
曲
念
一
也
。
無
二
曲
念
一
者
不
レ

起
二
一
切
有
無
一
異
倶
不
倶
等
強
分
別
一
也
。
（
Ａ
ｌ
二
二
三
頁
上
）

こ
こ
で
正
直
之
心
は
一
切
の
分
別
の
起
こ
ら
な
い
無
分
別
心
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
良
遍
は
こ
の
心
を
「
理
相
」
と
も
説
い
て
お
り
（
Ａ
ｌ
同
右
）
、

そ
こ
か
ら
こ
の
心
は
心
徳
顕
現
の
心
を
言
い
換
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
．
心
」
と
「
菩
提
心
」
は
共
に
「
正
直
之
心
」
と
い
う
点
で
同
義
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
菩
提
心
は
心
体
の
顕
現
し
た
心
で
あ
り
、
凡
夫
の
初
発
心
時
に

お
い
て
、
そ
の
心
は
真
理
の
具
体
的
顕
現
と
し
て
有
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
無
性
門
の
立
場
か
ら
菩
提
心
を
「
一
心
」
と
同
義
と
捉
え
る

時
、
そ
こ
に
良
遍
の
主
張
し
た
速
疾
成
仏
論
の
根
拠
が
窺
え
る
。
伝
統
的
法
相

五

一
ハ
ー



教
学
の
三
劫
成
仏
説
で
は
三
劫
と
い
う
長
時
の
修
行
を
説
く
が
、
良
遍
は
こ
れ

を
三
無
性
門
の
立
場
か
ら
次
の
様
に
和
会
す
る
。

約
二
三
性
門
一
約
二
依
他
起
一
約
二
不
即
門
一
。
一
切
菩
薩
皆
経
二
三
祗
一
・
約
二

無
性
門
一
約
二
円
成
実
一
約
二
不
離
門
一
。
一
切
菩
薩
一
念
成
仏
。
（
Ｂ
’
七
三

頁
上
）

そ
し
て
こ
の
こ
と
を
摂
在
刹
那
の
考
え
方
に
よ
っ
て
論
証
す
る
。
こ
れ
は
「

当
し
知
無
始
無
終
遠
劫
実
在
二
一
念
刹
那
之
頃
一
」
（
Ｂ
’
七
二
頁
下
）
と
あ
る

よ
う
に
、
現
在
の
一
念
に
過
去
・
未
来
を
摂
め
尽
く
す
も
の
で
、
実
の
過
去
・

未
来
を
凡
夫
の
妄
心
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
遍
計
所
執
性
（
当
情
現
の
相
）
と

す
る
こ
と
で
三
劫
と
い
う
長
時
の
実
有
性
を
否
定
し
、
現
在
の
一
念
に
一
切
時

が
現
ず
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
世
観
は
『
成
唯
識
論
述
記
』
の

唯
識
三
世
観
に
拠
っ
た
も
の
で
、
唯
識
所
変
の
道
理
の
観
点
か
ら
過
去
と
未
来

と
を
現
在
の
刹
那
に
摂
在
す
る
、
理
の
観
点
か
ら
の
三
世
で
あ
る
。
理
は
三
無

性
門
の
立
場
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
立
場
か
ら
は
三
祗
長
劫
な
ど
は
無
く
、
一
念

に
成
道
す
る
。
こ
の
一
念
が
発
菩
提
心
で
あ
る
。
こ
れ
を
良
遍
は
次
の
様
に
説

く
Ｏ

是
故
最
初
発
二
菩
提
心
一
．
其
一
念
中
具
二
果
万
徳
一
・
本
来
具
足
無
数
功
徳

為
二
性
徳
一
在
二
此
念
中
一
・
当
来
円
満
無
辺
功
徳
亦
為
二
事
徳
一
在
二
此
念

中
一
・
（
Ｂ
ｌ
同
右
）

菩
提
心
は
「
一
心
」
と
同
義
で
あ
る
か
ら
、
発
菩
提
心
の
時
に
既
に
無
辺
の
万

徳
を
具
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
良
遍
は
三
無
性
門
の
立
場
か
ら
菩
提
心
と

「
一
心
」
と
が
同
義
で
あ
る
こ
と
を
論
拠
と
し
て
、
初
発
心
時
の
成
道
を
説
く

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
彼
の
教
学
の
中
で
修
行
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
な
ぜ
修
行
の
必
要
性
を
主
張
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
良
遍
は
次
の
様
に
述
べ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

彼
本
所
有
不
念
之
心
。
是
有
漏
中
現
量
心
也
。
非
二
即
仏
心
一
・
然
梢
相
似
。

故
好
常
住
二
於
此
心
一
者
。
次
第
被
し
修
引
一
一
無
漏
智
一
。
（
Ａ
ｌ
二
二
八
頁
上
）

こ
こ
で
良
遍
は
菩
提
心
が
即
仏
心
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
「
故
彼
本

有
無
相
之
心
雛
し
似
二
仏
心
一
・
是
有
漏
故
不
し
名
二
仏
性
一
・
簡
二
取
決
定
殊
勝

浄
法
一
名
二
仏
性
一
也
」
（
Ａ
ｌ
一
三
八
頁
下
）
と
述
べ
て
、
菩
提
心
た
る
心
徳

顕
現
の
心
を
有
漏
の
心
と
捉
え
、
無
漏
た
る
仏
と
厳
然
と
区
別
す
る
。
そ
し
て

仏
を
「
夫
言
し
仏
者
是
覚
義
也
～
（
中
略
）
～
最
極
円
満
無
上
無
等
名
為
し
仏

也
。
自
覚
覚
他
覚
行
円
満
三
義
具
足
無
し
所
し
欠
故
」
（
Ａ
ｌ
二
二
八
頁
上
）
と

し
て
、
一
切
の
煩
悩
を
断
じ
尽
く
し
た
い
わ
ば
完
全
無
欠
な
境
地
Ｔ
無
漏
）

と
定
義
し
て
い
る
。
従
っ
て
発
菩
提
心
時
に
お
い
て
、
た
と
え
そ
れ
が
三
無
性

門
の
立
場
か
ら
は
仏
心
で
あ
っ
て
も
、
現
実
に
は
一
切
の
煩
悩
を
断
じ
て
い
な

い
以
上
、
有
漏
の
心
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
有
漏
の
現
量
の
心
は
万

法
を
有
る
が
ま
ま
に
捉
え
る
、
自
然
見
、
自
然
聞
と
も
言
い
得
る
心
で
あ
る
。

良
遍
は
分
別
を
一
切
の
煩
悩
の
根
源
と
捉
え
、
そ
の
分
別
心
を
執
心
と
名
付
け

て
い
る
の
で
、
こ
の
現
量
の
心
は
非
執
心
で
あ
る
。
菩
提
心
は
こ
の
非
執
心
と

い
う
点
で
仏
心
に
似
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
心
を
修
習
す
れ
ば
、
無
漏
の
智
を

引
い
て
仏
果
に
至
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
良
遍
に
お
い
て
菩
提
心
と
「
一
心
」

と
の
共
通
性
を
指
摘
し
得
る
の
は
、
三
無
性
門
の
立
場
、
換
言
す
れ
ば
理
性
の

立
場
か
ら
で
あ
っ
て
、
成
仏
と
い
う
現
実
的
な
「
事
」
の
立
場
で
は
発
菩
提
心

時
に
そ
の
ま
ま
成
仏
す
る
事
は
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
凡
夫
と
仏
と
を
む
し
ろ

現
実
的
側
面
よ
り
捉
え
、
そ
の
根
拠
に
煩
悩
の
有
無
を
据
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

一
ハ
ー
ー



え
煩
悩
を
滅
尽
し
て
無
漏
に
至
る
（
Ⅱ
成
仏
）
た
め
の
も
の
と
し
て
、
修
行
（
無

分
別
の
行
）
の
必
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。
良
遍
は
「
本
来
有
者
論
二
本
性
一

也
。
本
性
難
し
浄
由
二
他
染
薫
一
帯
二
垢
微
一
故
。
若
不
二
磨
螢
一
更
非
二
覚
者
一
」

（
Ａ
ｌ
二
三
五
頁
上
）
と
述
べ
て
い
る
。
凡
夫
の
心
は
煩
悩
に
よ
っ
て
そ
の
清

浄
な
る
本
性
が
覆
わ
れ
て
い
る
。
煩
悩
は
分
別
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
無
分
別
観
を
徹
底
し
て
染
重
た
る
煩
悩
を
排
し
、
そ
の
本
性
た
る
「
一

心
」
を
顕
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
良
遍
に
お
い
て
修
業
の
眼
目
は
「
一
心
」
を
覚
知
す
る
こ
と
で
は
な

い
。
例
え
ば
『
真
心
要
決
』
で
無
分
別
心
を
論
じ
た
後
、
「
其
得
二
覚
知
一
・
常

住
二
此
心
一
～
」
（
Ａ
ｌ
二
一
二
頁
下
）
と
述
べ
た
り
、
或
は
「
心
徳
」
の
説
明

の
後
に
「
然
有
姓
人
必
覚
二
悟
之
一
修
行
成
仏
」
（
Ａ
Ｉ
二
一
三
頁
下
）
と
あ
る

よ
う
に
、
「
一
心
」
の
覚
知
の
後
に
修
行
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
彼
は
修
行
を
真
理
を
悟
る
た
め
の
も
の
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
彼
に
と
っ
て
修
行
と
は
、
「
其
修
至
極
無
相
不
念
不
レ
留
二
一
物
一
住
二
一

心
一
義
亦
明
鏡
也
」
（
Ａ
ｌ
二
一
五
頁
下
）
、
「
今
所
二
欣
求
一
常
住
二
此
心
一
・
此

心
妙
符
二
唯
識
悟
一
」
（
Ａ
ｌ
二
二
八
頁
下
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
「
一
心
」

に
住
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
修
行
と
は
「
一
心
」
を
覚
知
し
た
後

で
心
徳
と
し
て
心
体
を
顕
現
し
続
け
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
お
い
て
煩
悩
を
断
じ

て
有
漏
の
心
を
無
漏
の
心
へ
と
転
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
修
行
の
際
の

拠
り
所
と
な
る
の
が
．
心
」
で
あ
る
。
良
遍
は
、

而
今
覚
三
悟
有
二
此
妙
心
一
・
能
知
二
動
念
是
邪
一
・
能
知
二
無
念
是
正
一
、
長

時
修
二
練
之
一
、
無
始
罪
障
寧
不
レ
滅
哉
。
（
Ａ
Ｉ
二
一
二
頁
下
）

と
し
て
、
「
一
心
」
の
覚
知
に
よ
っ
て
正
邪
の
判
別
が
可
能
と
な
る
と
説
い
て

い
る
。
正
邪
の
判
別
が
可
能
な
ら
ば
正
し
い
行
が
実
践
で
き
、
そ
れ
を
拠
り
所

と
し
て
修
行
を
す
る
の
で
あ
る
。

修
行
が
こ
の
よ
う
に
「
一
心
」
を
拠
り
所
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
修
行
の
前

段
階
と
し
て
「
一
心
」
の
覚
知
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
修
行
に
お
い
て
煩
悩

を
断
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
煩
悩
の
有
無
に
関
係
な
く
「
一
心
」
は
覚
知
し
得

る
。
そ
れ
ゆ
え
「
一
心
」
の
覚
知
は
修
行
の
到
達
点
で
は
な
く
、
む
し
ろ
出
発

点
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
コ
心
」
を
覚
知
す
る
心
は
菩
提
心
を
指
す

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
菩
提
心
は
修
行
を
実
際
に
行
う
際
の
基
点
と
な
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
修
行
の
出
発
点
と
し
て
の
「
一
心
」
の
覚
知
と
ま
さ
に
同
義
と
な

る
の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
「
一
心
」
の
覚
知
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す

る
の
か
。
良
遍
は
『
真
心
要
決
』
の
中
で
、
心
徳
顕
現
位
の
本
有
性
を
説
い
た

後
で
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

愚
夫
不
し
知
故
自
廻
二
六
道
一
・
若
得
レ
知
し
之
。
深
信
護
し
之
。
常
住
二
此

心
一
不
し
挙
二
念
情
一
・
次
第
転
勝
漸
漸
明
浄
。
速
至
二
円
満
一
・
（
Ａ
ｌ
二
一

一
頁
下
）

こ
の
引
用
の
後
半
部
分
（
常
住
此
心
以
下
）
は
修
行
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前

半
は
ま
さ
し
く
「
一
心
」
の
覚
知
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
．

心
」
の
覚
知
と
は
、
自
心
に
．
心
」
を
有
す
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
深
く

信
じ
る
こ
と
と
言
え
よ
う
。

良
遍
は
こ
の
「
信
」
を
、
「
真
心
要
決
』
の
中
で
「
一
心
」
に
つ
い
て
述
べ

た
後
、
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。

然
有
種
姓
人
必
覚
二
悟
之
一
修
行
成
仏
。
無
種
姓
人
雛
レ
有
不
レ
知
。
錐
し
聞

不
レ
信
。
還
造
二
輪
廻
善
悪
業
一
也
。
（
Ａ
ｌ
二
一
三
頁
下
）

こ
こ
で
有
種
姓
と
無
種
姓
と
の
差
異
は
．
心
」
へ
の
「
信
」
の
有
無
に
置
か

一
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れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
覚
悟
」
と
「
不
信
」
と
を
対
比
的
に
論
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
窺
え
る
が
、
こ
こ
よ
り
発
菩
提
心
の
た
め
に
は
信
心
が
必
要
と
さ
れ
、

そ
れ
が
「
覚
悟
」
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
「
覚
知
」
に
「
信
」

の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
．
心
」
は

単
な
る
知
識
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
さ
に
「
覚
」
と
し
て
覚
知
さ
れ
る
。
換
言

す
れ
ば
、
発
菩
提
心
時
に
お
い
て
真
理
を
覚
る
の
で
あ
る
。
た
だ
．
心
」
は

無
分
別
の
極
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
立
場
か
ら
は
所
観
と
能
観
の
別
も
立
て
ら
れ

な
い
。
つ
ま
り
．
心
」
と
菩
提
心
と
の
区
別
も
空
じ
ら
れ
、
「
一
心
」
の
理

相
、
す
な
わ
ち
真
理
の
顕
現
と
し
て
菩
提
心
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
「
其
除
レ
執
者
所
謂
即
修
二
無
分
別
智
一
」
（
Ａ
ｌ
二
三
四
頁
下
）
と
、

修
行
は
無
分
別
智
を
修
習
す
る
こ
と
と
説
き
得
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
菩
提

心
は
真
理
を
覚
知
し
て
い
る
心
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
は
智
慧
の
発
現
が
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
が
（
良
遍
は
こ
れ
を
加
行
の
無
分
別
慧
と
名
付
け
、

有
漏
と
す
る
が
）
、
そ
れ
は
菩
提
心
を
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
捉
え
る
こ
と

で
論
拠
づ
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
こ
の
菩
提
心
は
ど
の
よ
う
に
起
こ
る
の
か
。
換
言
す
れ
ば
、
「
信
」
は

ど
の
よ
う
に
獲
得
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
良
遍
は
凡
夫
の
凡
夫
た
る
所
以
を

次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

然
心
徳
顕
現
。
難
し
有
二
其
位
一
人
不
二
自
知
一
・
以
レ
不
し
知
故
自
在
二
動
念
一
・

以
二
動
念
一
故
発
二
諸
惑
業
一
輪
廻
無
し
止
。
（
Ａ
ｌ
一
二
一
頁
下
）

つ
ま
り
自
己
に
．
心
」
を
有
し
、
心
徳
と
し
て
顕
現
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚

し
て
い
な
い
者
が
凡
夫
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
種
種
の
煩
悩
を
起
こ
し
て
輪
廻

を
繰
り
返
す
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
凡
夫
に
と
っ
て
心
徳
顕
現
位
を
自

覚
す
る
こ
と
が
修
行
へ
の
最
初
の
段
階
と
な
る
。
こ
の
凡
夫
の
心
徳
顕
現
位
の

自
覚
に
つ
い
て
は
、
次
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
。

覚
悟
之
人
指
一
一
示
之
一
時
。
雛
し
知
而
不
し
信
者
。
不
し
護
レ
之
故
如
二
不
し
知

者
一
・
若
護
者
速
出
二
生
死
一
。
（
Ａ
ｌ
同
右
）

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
凡
夫
は
教
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
徳
顕
現
を

自
覚
す
る
。
こ
れ
を
教
示
す
る
「
覚
悟
之
人
」
と
は
．
心
」
を
覚
知
し
た
法

相
宗
の
行
者
で
あ
り
、
行
者
の
教
示
が
「
信
」
を
起
こ
す
た
め
の
要
因
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
良
遍
に
よ
れ
ば
、
「
一
心
」
を
自
ら
証
知
す
る

だ
け
で
は
、
大
悲
を
欠
く
た
め
に
大
乗
の
菩
薩
行
で
は
な
い
と
言
う
（
Ａ
ｌ
二

一
五
頁
上
）
。
行
者
が
大
乗
の
菩
薩
で
あ
る
た
め
に
は
利
他
行
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
こ
こ
で
言
う
教
示
で
あ
る
。
こ
の
利
他
行
も
「
行
」
で
あ
る
か
ら
菩
提

心
が
そ
の
基
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
前
述
し
た
よ
う
に
菩
提
心
は
「
慈

悲
正
直
」
を
旨
と
す
る
。
つ
ま
り
良
遍
の
考
え
る
菩
提
心
は
自
利
行
（
無
分
別

の
行
）
と
利
他
行
（
教
示
）
と
の
二
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
教
示
の
方
法
と
し
て
良
遍
は
教
門
と
禅
門
と
を
挙
げ
て
い
る
（
Ａ
ｌ
同

右
）
。
良
遍
に
よ
れ
ば
、
法
相
宗
は
教
門
に
よ
る
宗
で
あ
り
、
そ
の
教
門
は
三

性
三
無
唯
識
等
の
法
門
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
け
て
、

然
者
我
宗
意
習
二
学
唯
識
教
一
・
能
知
二
諸
法
不
思
議
一
已
正
修
行
時
。
入
二

無
分
別
三
摩
鉢
帝
一
伏
二
諸
分
別
一
。
（
Ａ
ｌ
二
三
一
頁
下
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
唯
識
の
教
の
習
学
の
後
に
修
行
が
位
置
付
け
ら
れ

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
唯
識
の
教
は
発
菩
提
心
の
一
大
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
「
教
」
は
「
詮
」
と
同
義
と
さ
れ
（
Ａ
ｌ
二
二
五
頁

上
）
、
一
切
の
言
詮
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
良
遍
が
述
べ
て
き
た

「
一
心
」
に
関
す
る
所
説
も
全
て
「
教
」
に
当
た
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
廃
詮

談
旨
を
究
極
と
す
る
良
遍
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
「
教
」
は
観
行
の
方
便
と
な

六
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り
、
こ
こ
に
良
遍
の
修
行
論
は
「
教
」
の
習
学
に
よ
っ
て
菩
提
心
を
起
こ
し
、

無
分
別
の
行
を
修
す
る
と
い
う
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
見
出
せ
る
。
良
遍

の
修
行
論
に
お
い
て
「
教
」
の
習
学
は
「
行
」
の
前
提
で
あ
り
、
更
に
言
え
ば

「
信
」
の
発
起
の
た
め
の
絶
対
不
可
欠
な
要
因
な
の
で
あ
る
。

信
心
の
発
起
に
教
学
が
こ
の
よ
う
に
深
く
関
わ
る
な
ら
ば
、
そ
の
教
学
の
内

容
は
「
信
」
の
要
因
と
し
て
特
別
な
意
義
を
有
し
て
く
る
。
も
し
そ
の
教
学
が

真
実
・
正
統
で
な
い
な
ら
ば
、
教
学
に
対
し
て
疑
を
抱
く
こ
と
と
な
り
、
真
実

の
「
信
」
は
起
こ
り
得
な
い
。
良
遍
は
疑
を
断
じ
て
「
信
」
を
獲
得
す
る
た
め

に
は
「
教
」
を
習
学
す
る
以
外
に
な
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
真
実
の
信

心
の
発
起
の
た
め
に
は
教
学
自
体
の
正
統
性
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
良
遍
の
行
っ
た
他
宗
派
と
の
和
会
に
よ
る
法
相
教

学
の
正
統
性
の
宣
揚
が
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
教
学
が
修
行
の
際
の
大

前
提
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
必
然
的
に
そ
の
教
学
の
正
統
性
が
明

か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
良
遍
に
お
け
る
修
行
論
、
特
に

菩
提
心
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
一
面
で
良
遍
の
和
会
の
姿
勢
を
裏

付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
良
遍
の
修
行
論
を
菩
提
心
を
中
心
に
考
察
し
た
。
彼
の
修
行
論
は
教
学

の
習
学
に
よ
っ
て
菩
提
心
を
発
起
し
、
そ
の
後
に
そ
の
菩
提
心
を
拠
り
所
と
し

て
修
行
を
す
る
と
い
う
構
造
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
の
構
造
の
き
わ
め
て
特
徴

的
な
点
は
、
発
菩
提
心
の
前
段
階
に
教
学
の
習
学
を
位
置
付
け
て
い
る
所
に
あ

る
。
良
遍
に
と
っ
て
教
学
の
習
学
は
修
行
成
仏
の
た
め
の
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
修
行
論
の
観
点
か
ら
教
学
の
価
値
を
高
め
、
教
学
と
修

｛
ハ

行
と
を
関
連
付
け
る
こ
と
に
成
功
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
そ
の
両
者
の

結
節
点
に
位
置
す
る
菩
提
心
に
重
要
な
意
味
を
与
え
て
い
る
。
良
遍
は
菩
提
心

を
三
無
性
門
の
立
場
か
ら
「
一
心
」
と
同
義
と
捉
え
、
真
理
の
覚
知
を
修
行
の

基
点
に
据
え
る
こ
と
で
「
凡
夫
の
行
」
と
し
て
の
独
特
な
修
行
論
を
展
開
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
菩
提
心
理
解
に
関
し
て
は
、
天
台
本
覚
論
や
華
厳
教

学
の
信
満
成
仏
説
な
ど
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
得
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
他
日
を
期
し
た
く
思
う
。
た
だ
彼
の
意
図
が
法
相
宗
の
法
門
の
復
興
に
あ
っ

た
点
よ
り
す
れ
ば
、
彼
の
思
想
は
あ
く
ま
で
も
法
相
教
学
の
枠
を
外
れ
て
は
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
彼
は
こ
れ
ま
で
論
及
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か

っ
た
側
面
に
光
を
当
て
、
そ
れ
を
中
心
に
法
相
教
学
の
再
構
成
を
図
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
そ
の
中
核
に
菩
提
心
が
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
良
遍
の
思
想
は
、
当
時
の
旧
仏
教
界
の
思
想
的
課
題
、
す
な
わ

ち
前
述
し
た
よ
う
な
「
信
」
の
問
題
や
「
教
」
と
「
行
」
と
の
問
題
に
、
法
相

宗
の
立
場
か
ら
一
つ
の
解
答
を
与
え
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
良
遍

の
思
想
は
鎌
倉
新
仏
教
の
思
想
、
特
に
禅
宗
の
悉
有
仏
性
論
や
浄
土
諸
宗
の
信

心
を
重
視
す
る
問
題
な
ど
に
お
け
る
凡
夫
成
仏
・
往
生
の
考
え
方
と
軌
を
一
に

す
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
こ
の
こ
と
は
良
遍
と
鎌
倉
新
仏
教
の
諸
宗
派
と
の
問
題

意
識
が
何
ら
か
の
共
通
性
を
有
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
意

味
に
お
い
て
、
彼
の
思
想
は
法
相
宗
内
ば
か
り
で
は
な
く
、
鎌
倉
仏
教
全
体
の

中
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
註
〕

（
１
）
北
畠
典
生
「
『
信
願
上
人
小
章
集
』
の
研
究
」
、
一
五
八
頁
（
永
田
文
昌

堂
・
昭
六
二
）
。

六
五



（
２
）
良
遍
は
他
宗
派
と
の
数
学
的
和
会
を
積
極
的
に
試
み
、
法
相
教
学
の
正

統
性
を
宣
揚
す
る
。
例
え
ば
『
応
理
大
乗
伝
通
要
録
』
で
は
一
切
皆
成
・

速
疾
成
仏
を
主
張
し
て
天
台
教
学
や
華
厳
教
学
と
の
和
会
を
図
り
、
『
真

心
要
決
』
で
は
禅
宗
と
、
『
奥
理
抄
』
で
は
真
言
教
学
と
、
と
い
う
よ
う

に
あ
ら
ゆ
る
宗
派
に
亙
っ
て
和
会
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
良
遍
の
著
作
の
中
、
『
真
心
要
決
』
、
『
応
理
大
乗
伝
通
要
録
』
、
『
唯
識

空
観
』
、
『
唯
識
観
用
意
』
の
四
篇
は
『
日
本
大
蔵
経
』
第
六
十
四
巻
、
法

相
宗
章
疏
三
（
鈴
木
学
術
財
団
、
昭
四
五
）
よ
り
引
用
し
た
。
但
正
字
体

を
略
字
体
に
改
め
て
あ
る
。
尚
本
文
中
の
引
用
に
際
し
て
は
、
Ａ
『
真
心

要
決
』
、
Ｂ
『
応
理
大
乗
伝
通
要
録
』
、
Ｃ
『
唯
識
空
観
」
、
Ｄ
『
唯
識
観

要
決
』
、

Ｂ
『
応
理
大
乗
佇

（
４
）
『
法
相
宗
初
心
略
要
続
篇
』
に
は
「
私
思
惟
云
。
凡
三
性
二
門
相
対
時

三
性
有
門
中
道
也
。
三
無
性
空
門
中
道
也
」
（
日
大
蔵
・
六
四
、
四
○
八

よ
う
。
良
遍
は
こ
の
観
法
を
重
視
し
、

付
け
て
い
る
（
Ａ
ｌ
二
三
三
頁
上
）
。

（
８
）
山
崎
慶
輝
「
日
本
法
相
宗
に
お
け

山
崎
慶
輝
「
日
本
法
相
宗
に
お
け

（
７
）
こ
の
観
は
ま
た
五
重
唯
識
観
の
第
一
、
遣
虚
存
実
の
唯
識
に
も
相
当
し

よ
う
。
良
遍
は
こ
の
観
法
を
重
視
し
、
後
の
四
重
の
観
法
の
所
依
と
位
置

（
６
）
こ
れ
は
『
真
心
要
決
』
で
伝
統
的
坐

れ
た
の
に
対
し
て
、
コ
ー
疑
難
皆
是

○
頁
上
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。

で
伝
統
的
法

（
５
）
早
島
理
「
唯
識
の
実
践
」
（
『
識

社
昭
五
七
）
、
横
山
紘
一
「
転
」

教
学
研
究
二
七
’
一
昭
五
三
）
。

早
島
理
「
唯
識
の
実
践
」
（
『
講

用
意
』

頁
下
）
と
あ
る
。

座
大
乗
仏
教
』
八
・
唯
識
思
想
、
春
秋

昭
五
七
）
、
横
山
紘
一
「
転
依
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
（
印
度
学
仏

る
真
如
の
理
解
に
つ
い
て
」
（
印
度

の
記
号
を
用
い
た
。

相
教
学
の
立
場
か
ら
五
疑
が
出
さ

一
疑
難
皆
是
三
性
門
中
一
門
疑
也
」
（
Ａ
ｌ
二
一

学
仏
教
学
研
究
七
’
二
昭
三
四
）
。

（
９
）
こ
の
こ
と
を
『
観
心
覚
夢
抄
』
で
は
「
事
相
若
無
。
真
理
亦
無
。
真
理

非
二
独
真
一
・
必
俗
之
真
故
」
（
日
大
蔵
・
六
四
、
二
五
頁
下
）
と
述
べ

て
い
る
。

（
Ⅲ
）
こ
れ
に
つ
い
て
『
成
唯
識
論
』
で
は
「
無
漏
有
為
離
し
倒
究
寛
勝
用
周

遍
亦
得
二
此
名
一
（
Ⅱ
円
成
実
）
」
（
大
正
三
一
、
四
六
頁
中
、
括
弧
内
は

筆
者
）
と
あ
り
、
こ
れ
を
証
文
と
し
て
貞
慶
の
『
法
相
宗
初
心
略
要
』
に

は
「
有
漏
無
漏
相
対
有
漏
名
二
依
他
一
・
無
漏
有
為
無
為
名
二
円
成
一
也
」

（
日
大
蔵
・
六
三
、
三
六
一
頁
下
）
と
あ
る
。

（
学
習
院
大
学
大
学
院
）

一
ハ
ー
ハ


